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メニエール病、片頭痛、喘息などの発作性疾患では「いつ起こるかわからない」という予測不
能性が、患者の生活に大きな影響を及ぼしている。睡眠管理やストレス回避などの生活指導が
重要とされている一方で、介入のタイミングを客観的に判断する指標は十分に確立されていな
いという課題がある。
本構想では、スマートリングから取得される連続生体データを活用し、発作に先行して現れる
生理学的変化を可視化することで、発作性疾患の予兆検知基盤を構築することを目指す。初期
ターゲットはメニエール病とし、より適切なタイミングで提供できる形へ進化させる。

• 発作に先行して変化する生体指標の抽出と検証
• 医師・患者にとって分かりやすい提示方法の設計
• 医療機関や企業との連携を深めながら、知財・事業モデル・規制対応を含めた開発方針を具体化

メニエール病を対象にスマートリングで連続生体データを取得し、発作に先行する変化の特徴
を明らかにする。これにより、予兆検知基盤としての実現可能性を検証する。将来的には、医
療現場での活用に加え、ウェラブルデバイス関連企業への技術展開も視野に入れ、片頭痛や喘
息など他の発作性疾患への応用を目指す。
本構想に関心を示した企業から、検証用デバイスの無償貸与を受ける予定である。
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